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ANOR ニュースレター From JORA  ２００５年１２月２８日 
１．行事 
ORBIT２００６年コンフェランスへの論文応募（ORBITは有機物回収並びに生物的処理の
略で、欧州では、最も影響力のある、バイオマスの団体である） 
JORA の呼びかけで、２００６年９月１３-１５日間、ドイツのワイマールで開催予定の
ORBIT のコンフェランスの論文応募に下記の７名が参加された。内容に興味のある方は、
英文であるが www.jora.jp/anor の Newsletterを参照されたい。 
（１） 秋田県立大学教授、ANOR運営委員会委員長 茅野充男先生“有機廃棄物中の有機

酸利用による、汚染重金属除去後のバイオウェイストのコンポスト化” 
（２） 日本大学教授 野池達也先生“ジャガイモ廃棄物利用による、水素、メタンの２段

階生産の推進” 
（３） （財）応用微生物研究所 加藤氏“燐脂質酸利用による、コンポストの熟度判定” 
（４） 秋田県立大学 平野氏“加圧炭酸水利用による、コンポストの脱臭処理” 
（５） 東京大学 後藤氏“下水汚泥コンポスト投与による土壌並びに作物への亜鉛と銅の

残留” 
（６） 富良野市役所 関根氏“生分解性プラスチック製ゴミ袋使用による、有機性廃棄物

のリサイクル推進による、再生可能社会への挑戦” 
（７） （株）荏原製作所 石川氏“製紙会社に於ける、バイオマスボイラー利用による、

コジェネレ・システム” 
 
２．情報 
（１） ドイツに於ける、最近のバイオマス事情 

当協会の関係する協会の主催で、２００５年１１月１８日に、ドイツのバイオガス利用に

関するシンポジュームが開かれ、ハンブルグ工科大学のヘルベルト・メルケル教授から、

興味深いお話をお聞きする事が出来た。 
同教授はドイツのバイオガスの電力エネルギーに占める、シェアーが、２００５年の０．

９％から、２０２０年には、１７％になるとされており、ドイツ政府の後記するバイオマ

ス利用促進策が、大きな役割を果たしていると、講演された。 
 
① ドイツでのバイオガス発電収入（２００４年７月施行） 
プラント規模別の収入保証 
０－１５０ｋW        １１．５セント ｋWh当たり（約１７円） 
１５０－５００         ９．９ 

  ５００－５０００        ８．９ 
２００４年以降に操業するプラントは、１年遅れる毎に収入が１．５％減少する。 
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資源作物使用に依る加算金： ６. ０セント  ｋWh当たり（約９円） 
熱使用に依る加算金   ： ２．０セント  ｋWh当たり（約３円） 
新技術使用に依る加算金 ： ２．０セント  ｋWh当たり（約３円） 
 
２０年間法律に依り収入は保証されている。 
 
② バイオガスプラントの経済指標 
算定基礎 
設定電力量： ５００ｋWｈ 
投資金額：  １６０万 Euro （約２億４０００万円）  
投与量（家畜尿、糞、資源作物）２１，０００トン/年間 
 
コスト： 
アニューイティー   １９万 Euro/年間（約２，８５０万円） 
(償却、金利等の年賦金) 
熱源         １８万 Euro/年間（約２，７００万円） 
人件費         ７万 Euro/年間（約１，０５０万円） 
維持費         ６．５万 Euro/年間（約９７５万円） 
雑費          ５万 Euro/年間（約７５０万円） 
計          ５５.５万 Euro/年間（約８，３２５万円） 
 
収入： 
電力         ６４万 Euro/年間（約９，６００万円） 
熱           ８万 Euro/年間（約１，２００万円） 
計          ７２万 Euro/年間（約１億８００万円） 
 
（２） 日本企業に依る、マレーシアに於けるケナフを原料とする、建材ボードの生産 

日本を代表する家電メーカーである、パナソニックのグループ企業である、松下電工は２

００５年４月より、マレーシアのクアンタンでケナフボードの生産を開始した。 
同社は、通常、樹齢１００年を超えるラワン材を建材の原料に使用しているが、ラワン材

より、再生能力に優れたケナフを原料とする建材の生産を目指している。 
ケナフは僅か６ヶ月で直径３センチメーター、３―４メーターの高さに成長し、成長過程

でラワンよりも、効率的に一酸化炭素を吸収出来る。 
詳細は下記ウェッブサイト参照されたい。 
（www.panasonic.co.jp/ism/kenaf/00.html） 
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